
ヴィジョン

おかげさまで京進は40周年。
私たち京進は、

京都東山・泉涌寺の小さな学習塾からスタートしました。

教育を通じて、日本、そして世界中の人々の役に立ちたい。

その思いで、この40年、ひたむきに生徒たちと向き合ってきました。

子どもにも、大人にも、「自分の夢」に向かって「自分の足」で進んでもらいたい。

目標を持ち、それに向かって取り組むことの素晴らしさを感じてもらいたい。

すべての人が持つ無限の可能性を引き出したい。

私たちは、未来を見つめます。

人との絆を結び、常に感動を作り出します。

私たちは、これまでも、これからも、変わり続けます。

進め、進め、子どもたち。

自分の未来は、自分で切り拓くんだ。

第35期年次報告書
平成26年6月1日から平成27年5月31日まで



創業40周年の節目を迎えた今、「オール京進」で前進

2020年ビジョン実現に向けた前半戦３ヶ年に挑む
・ いまいちど原点に立ち返り、経営理念を実践
・ さらなる飛躍を目指し、今後の事業展開を支える人材の確保・育成を加速

時代の変化に対応しながら、 
成長・変革を成し遂げる
　少子高齢化や、小学校での英語教育導入など、環
境は引き続き大きく変化しております。当社グルー
プは創業以来、国際社会で活躍できる人材を育成す
るべく、社是「絶えざる革新」のもと、リーチング
メソッドの開発や、時代のニーズに応える新規事業
に取り組んでまいりました。
　学習塾事業では、文部科学省中央教育審議会で「社
会を生き抜く力の養成」が大きなテーマとなり、「自
ら学ぶ」人を育てる当社のリーチングメソッドに追
い風が吹く一方、「学力向上・志望校合格」という
価値が当たり前となり、他社との圧倒的な違いが必
要となっています。提供価値に更なる磨きをかけ、

「本当に力がつく教育」として認められる存在にな
りたいと考えています。
　2008年から文部科学省が「留学生30万人計画」
を進めています。日本語教育事業・国際人材交流事
業では、2020年を目途に留学生受け入れ30万人を
目指すという、この国家戦略に合致する事業として、
更なる展開を目指しています。
　また、保育事業では、グローバル化を背景とした
英語教育やその他の知育を採り入れた認可外保育園
と、国や自治体の許認可を受けた保育園の運営の両
輪で拡大を図ります。
　今後も、「オール京進」として、M&Aの活用な
ども視野に入れながら、成長著しい日本語教育・保

育・英会話事業を中心に出店を積極的に推進し、学
習塾事業の出店については、既存校舎の伸びや人材
確保の状況に応じて柔軟に対応してまいります。

 
ビジョン実現のために、グループ全体での
価値観共有とそれに共感する人材を確保
　学習塾事業の継続成長、新規事業の拡大にあたり、
最も重要な課題は「人材の確保・育成」です。
　2020年ビジョンで目指す売上高200億円のうち、
学習塾事業以外が70億円を占めます。これだけの
新規事業の成長を実現するには、全社一丸となって
踏み出していくことが、必要不可欠です。
　当社グループには、正社員だけでなく、講師や事
務スタッフをはじめ、多くの非常勤社員・従業員が
います。これらの人材が一体となって、お客様・取
引先と繋がっていくことを理想とし、様々な施策に
取り組んでまいります。
　まずは、採用プロセスの改革に着手し、採用の量
的・質的確保を行ってまいります。また、人事配置
の最適化、各自の成長によるパフォーマンス向上と
好循環の創出を目的に、個人の成長目標の具体化と、
自ら成長し評価される風土の構築をいたします。

　当社グループは、これからも新しい社会環境の変
化に対応しながら、将来に向けて変貌を遂げてまい
ります。変わらぬご支援のほど、どうぞよろしくお
願い申し上げます。　

　株主の皆様には、平素よりご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。
　おかげさまをもちまして、当社は今年5月末に創業満40年を迎えることができました。これまで応援してくださったすべ
ての方々に、改めて心より感謝申し上げます。この節目の年から始まる3ヶ年を、2020年度ビジョン実現への前半戦と位置
付け、当社グループ一丸となって取り組んでまいりたいと存じます。なお、当連結会計年度における業績につきましては裏
表紙に記載の通りでございます。 代表取締役社長 白川 寛治
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Message from the President

主要セグメント
Segment Information

売上高 582百万円（前年比147.1%） 売上高 765百万円（前年比232.6%）売上高 9,483百万円（前年比100.6%）

　  平成26年3月に設置した国際人材交流事業部の初期費用
の発生、国際人材交流事業および日本語教育事業の今後
の展開の布石として設立した『清華・京進発展フォーラム』

（中国・清華大学と提携）への支出等によりセグメント損益
は196百万円の損失（前年に比べ11百万円の損失減少）と
なりました。

　  国内外の日本語学校の拠点数は、グループ全体で6校となり
ました。

　  セグメント損益は151百万円の損失（前年に比べ123百万
円の損失増加）となりました。

　  英会話事業の拠点数は、11校となりました。事業部全体の営
業損益は、新規開校費用の負担により赤字が続いていました
が、各校の生徒数が計画どおりに増加し、黒字に転換しました。

　  保育事業の拠点数は、グループ全体で17園となりました。新
規開園にともなう費用発生と今後の事業拡大を見据えたス
タッフ人員の増強などにより、営業赤字となりました。

　  生徒数の増加（前年比101.5％、前年に比べ342人増加）
が、増収増益に寄与し、セグメント利益は1,418百万円（前年
比109.4％）となりました。

　  セグメント全体の拠点数は、326拠点となりました。小中部
（75校）・高校部（11校）・個別指導教室（239教室・うちフラ
ンチャイズ103教室）・Net学習センター（1拠点）
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単位：百万円 単位：百万円 単位：百万円

第2教育事業
［幼児教育および国際人材交流、日本語教育事業］

第3教育事業
［英会話および保育事業］

第1教育事業
［学習塾およびフランチャイズ事業］

※当連結会計年度より、セグメントの区分を変更し、前年比較については変更後のセグメント区分に組み替えて開示しております。

■ 監査等委員会設置会社への移行について
当社は、 取締役会の監督機能の一層の強化とコーポレート・ガバナンスの更なる充実を図るとともに、権限委譲に
よる迅速な意思決定と業務執行により、経営の公正性、透明性および効率性を高めるため、2015年（平成27年）
8月20日付で監査等委員会設置会社に移行いたしました。

連結売上高 200 億円

関西基盤の教育業界No.1の売上高
～創業時目標「関西一の学習塾」の実現～

国際企業への脱皮

2020年ビジョン

「日本と世界の教育・文化の向上、
社会の進歩と善良化に貢献」

「日本一安心で安全」は目標ではなく、
現時点もこれからも変わらずMUST事項

経営理念の実践

恒久的な課題



今年も多くの京進生たちが、自分た
ちの夢を実現させました。滋賀県立
高校の合格実績は過去最高、東大・
京大の現役合格者数は前年比1.5倍
など、自ら学ぶ姿勢をはぐくむ指導方
針が成果を上げています。

圧倒的な合格力！ 
自ら学ぶ指導の成果子ども心とホスピタリティを学ぶ

一般企業として初めてキッザニアの施設貸切研修

創業40周年を記念して、京進の社章である無限大マー
クと京進の理念を象徴する社歌を作りました。作詞作曲
していただいたシンガーソングライターの小椋佳氏は

「働く職員の皆さんに共感を持ってもらえるよう、教育
理念などの大事な言葉をできるだけ使った。」とお話し
いただきました。

京進グループに今春、新たに保育園と日本語学校の拠点が増えました。

　当社グループは、教育企業として子どもたちの未来を考える企業
です。子どもたちの将来の夢やキャリアを一緒に考え、それに向かっ
て共に行動をする上で、キッザニアで行われている職業・社会体験
を通じたキャリア教育の最先端を知ることが大きな学びになると考
え、一般企業として初めて、キッザニアの施設を貸し切った形での
研修を行いました。
　当社グループでは、強いチームワークと良好な企業内文化をつく
ることを目指し、毎年社員が一堂に会して研修を行っています。今
回の研修では、約600人の社員がランダムに編成されたチームに分
かれ、子どもの目線で職業体験を楽しみながらキッザニアが掲げる
企業哲学を学びました。社員たちは、普段とは異なる職業の体験を
通して、自分自身の仕事の「気づき」を得ることができました。今
後も、組織としての力を高める色々な取り組みを行ってまいります。
キッザニア（KidZania）：  KCJ GROUP株式会社が運営する子どもの職業・社会体験施設。

コンセプトは「Education 学び」+「Entertainment 楽しさ」。
日本国内では、東京と甲子園の2箇所にある。

当社グループは、教育を担う企業として保育施
設不足の解消を使命の一つと考えています。「ビー
フェア」ブランドで東京都杉並区、目黒区に各１
園、「HOPPA」ブランドで兵庫県神戸市に１園
と滋賀県草津市に４園、いずれも自治体の許認可
を受けた計７園を開園しました。

当社グループでは、ミャンマー・ヤンゴンと、京都で２校目と
なる日本語学校の運営を開始しました。2015年１月に開校した
ミャンマーの京進ランゲージアカデミー（KLA）ヤンゴン校では、
近年のミャンマーの近代化と日本企業
の進出を背景に現地の高いニーズを受
け、生徒数が順調に増加しています。
現地の開校式典の様子は、ミャンマー
のMITV放送局で大きく報じられまし
た。また、日本のテレビ東京の経済番
組では、KLAヤンゴン校の様子が取り
上げられました。

当社は1999年からミャンマー国立マンダレーろう学校への寄付活動を
行っています。耳が不自由な生徒さんたちが職業訓練センターで作った
バッグを購入することも、ろう学校の生徒さんの自立につながります。

当社グループは、教育を通じた社会貢献に取り組んでおり、未来の世
界を作り上げる若者たちの活動を積極的に支援しています。

トピックス
Topics

京進の CSR

京進の New Open ！

京進の合格実績

●高校入試（京都）

●高校入試（滋賀）

●大学入試

若者超会議2015 Social Makers Camp2015 京都産業大学PBL授業

入試相談会のイベントで
バッグ配布・募金活動

▲2015/6/4（木）産経新聞
▲2015/5/12（火）日経新聞

社員研修レポート

社歌ができました

『志（こころざし）高く』
作詞/作曲　小椋佳

私達は　信じている　ひとりひとり　無限大に
宿している　可能性を　――〈中略〉――

緑（みどり）花咲き　実を結ぶよう　教え励み
育て磨き　未来貢献　志高く

ミャンマーバッグに夢を描いて
デフスクールを支援しようプロジェクト

ミャンマーバッグの配布 若者の活動への支援

保育園 日本語学校
ビーフェア２園、HOPPA５園 京進ランゲージアカデミー ヤンゴン校（ミャンマー）、華

か
聯
れん

学院（京都）

・若者超会議2015（京都から統一地方選挙を盛り上げる啓発イベント）

・Social Makers Camp2015（社会貢献意欲の高い学生のためのビジネスコンテスト）

・京都産業大学PBL※授業 
 （※Project Based Learning＝課題解決に挑戦し実践力を育成する授業）



商 号 株式会社 京 進
（英語名 KYOSHIN CO.,LTD.）

本 社 所 在 地 〒600-8177
京都市下京区烏丸通五条下る大阪町382-1
TEL 075-365-1500（代表）

創 業 昭和50年6月
設 立 昭和56年4月2日
資 本 金 327,893千円
取 締 役 代 表 取 締 役 会 長 立 木 貞 昭

代 表 取 締 役 社 長 白 川 寛 治
専 務 取 締 役 土 坂 義 高
取 締 役 髙 橋 良 和
取 締 役 樽 　 井 　 み ど り
取 締 役 福 澤 一 彦
取 締 役 立 木 康 之
社 外 取 締 役 中 島 　 賢
社 外 取 締 役 市 原 洋 晴
社 外 取 締 役 竹 内 由 起
※  当社は平成27年8月20日付にて監査等委員会設置会

社に移行しました。
※  取締役のうち、中島賢、市原洋晴、竹内由起は監査

等委員である取締役であります。

従 業 員 数 781名（連結）（平成27年5月31日現在）

※
※
※

会社概況 株式情報

株主メモ

所有者別株式数分布（平成27年8月20日現在） （平成27年5月31日現在） （平成27年5月31日現在）

金融機関
1,263千株
（15.1％）

金融商品取引業者
58千株
（0.7％）

外国法人
9千株
（0.1％）

合計
8,396
千株

その他の法人
2,604千株
（31.0％）

個人・その他
4,460千株
（53.1％）

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

株式会社 TCKホールディングス 2,474 29.49

京進社員持株会 617 7.35

株式会社 三菱東京UFJ銀行 342 4.07

京進取引先持株会 267 3.19

立木 泰子 254 3.03

立木 康之 254 3.03

立木 貞昭 251 2.99

白川 寛治 250 2.98

株式会社 京都銀行 208 2.47

株式会社 池田泉州銀行 208 2.47

※持株比率は自己株式（6,685株）を控除して計算しております。

発行可能株式総数 22,640,000株
発行済株式の総数 8,396,000株
株主数 1,484名

大株主（上位10名）

事 業 年 度 6月1日〜翌年5月31日
定時株主総会の基準日 5月31日
期 末 配 当 金 受 領 株 主 確 定 日 5月31日
中 間 配 当 金 受 領 株 主 確 定 日 11月30日
定 時 株 主 総 会 毎年8月
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541-8502
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
電話　0120-094-777（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所

公 告 の 方 法 電子公告により行う。
公告掲載URL　http://www.kyoshin.co.jp/

（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを
得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に掲載いたします。）

（ご注意）
1．  株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きに

つきましては、原則、口座を開設されている口座管理
機関（証券会社等）で承ることとなっております。口
座を開設されている証券会社等にお問合せください。
株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱い
できませんのでご注意ください。

2．  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きに
つきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関と
なっておりますので、左記特別口座の口座管理機関

（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱
UFJ信託銀行本支店でもお取次ぎいたします。

3．  未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行
本支店でお支払いいたします。
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事業所数と生徒数の推移

（拠点） （人）第33期
（H25/5）
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直営 フランチャイズ

235
258

95 103

25,468 25,654 26,633
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期中平均生徒数

前期末（H26年5月期） 当期末（H27年5月期） 前期末（H26年5月期） 当期末（H27年5月期）

有形固定資産
3,792

無形固定資産
159

投資その他の資産
2,073

有形固定資産
4,031
無形固定資産
651
投資その他の資産
1,927

流動負債
2,165

固定負債
3,108

流動負債
2,856
固定負債
2,761

資産合計
7,652

固定資産
6,025

流動資産
1,627

固定資産
6,610

資産合計
8,324

流動資産
1,713

負債・純資産合計
7,652

純資産
2,379

負債
5,273

純資産
2,706

負債・純資産合計
8,324

負債
5,617

前期（H25年6月1日からH26年5月31日まで） 当期（H26年6月1日からH27年5月31日まで）

売上高
10,148

売上
総利益
2,680

営業利益
279

経常利益
263

当期
純利益
73

売上高
10,825

売上原価
7,991

販売費及び
一般管理費
2,624

営業外収益
37

営業外費用
29

特別利益
142

特別損失
18

法人税等
250

売上
総利益
2,834

営業利益
209

経常利益
216

当期
純利益
90

連結貸借対照表（要約） （単位：百万円）

連結損益計算書（要約） （単位：百万円）

業績・財務データ
Financial Data

会社概況 & 株式情報
Corporate Profile & Stock Information


